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写真は足立区役所１階にあった撤去前の「彫刻」、これを撤去する費用は９６９万円

足
立
区
役
所
１
階
に
は
通
行
を

妨
げ
て
い
る
巨
大
な
彫
刻
が
あ
り

ま
し
た
。
豪
華
庁
舎
（
１
９
９
６

年
当
時
、
関
連
経
費
合
わ
せ
て
７

０
０
億
円
で
全
国
一
）
に
、
ふ
さ

わ
し
い
彫
刻
作
品
を
飾
る
と
し
て
、

区
は
１
３
作
品
、
総
額
２
億
３
０

０
万
円
の
経
費
を
か
け
ま
し
た
。

上
の
写
真
の
作
品
は
、
そ
の
ひ

と
つ
で
題
名
は｢

オ
ー
ロ
ラ
に
向
か

う
と
こ
ろ
」
。
通
行
す
る
区
民

が
「
頭
を
ぶ
つ
け
た
」
と
苦

情
も
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
「
芸
術
作
品
」
が
つ

い
に
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
豪

華
庁
舎
の
建
設
と
付
属
す
る

芸
術
作
品
が
い
か
に
ム
ダ
遣

い
だ
っ
た
か
が
、
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。

彫
刻
・
作
品
「
オ
ー
ロ
ラ

の
向
か
う
と
こ
ろ
」
は
、

「
撤
去
」
で
は
な
く
「
移
設
」

す
る
と
い
う
こ
と
で
「
向
か

う
と
こ
ろ
」
は
、
使
わ
れ
て

い
な
い
古
千
谷
排
水
場
跡
の

建
物
の
中
だ
そ
う
で
す
。
作

品
は
大
理
石
な
の
で
屋
外
に

は
お
け
な
い
も
の
で
、
し
か

も
、
作
者
の
立
会
い
の
下
で

作
業
を
す
る
為
、
イ
タ
リ
ア
・

ミ
ラ
ノ
に
在
住
す
る
作
者
の

往
復
の
渡
航
費
用
や
11
日
間

の
滞
在
費
用
も
含
め
て
９
６
９
万

円
を
投
入
し
て
、
後
始
末
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

日
本
共
産
党
は
こ
う
し
た
豪
華

庁
舎
の
ム
ダ
遣
い
を
い
っ
か
ん
し

て
追
及
し
て
き
ま
し
た
。

●
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要

望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
貸
付
金

一
定
所
得
以
下
の
世
帯
に
学
習
塾
・

通
信
講
座
な
ど
の
受
講
費
用
や
高
校
・

大
学
受
験
に
必
要
な
受
験
料
を
貸
し

付
け
ま
す
。
※
貸
付
審
査
・
資
金
の

交
付
は
、
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会

で
足
立
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
に

な
り
ま
す
。

１

貸
付
金
の
内
容

（
１
）
学
習
塾
等
受
講
料
貸
付
金

●
対
象

中
学
３
年
生
・
高
校
３
年
生

●
限
度
額

20
万
円

※
貸
付
対
象
と
な
る
学
習
塾
等
に
は
、
要

件
が
あ
り
ま
す
。
（
家
庭
教
師
は
貸
付
対

象
外
）

（
２
）
受
験
料
貸
付
金

●
中
学
３
年
生

上
限
２
７
４
０
０
円

（
受
験
１
校
あ
た
り
２
万
３
千
円
、
４
校

ま
で
受
験
可
）

●
高
校
３
年
生

10
万
５
千
円

（
受
験
１
校
あ
た
り

３
万
５
千
円
、
３
校

ま
で
受
験
可
）

２

貸
付
要
件

等
所
得
制
限
・
資
産
要
件
あ
り
。
保
証
人

が
必
要
で
す
。

※
償
還
免
除

お
子
さ
ん
が
高
校
・

大
学
等
へ
入
学
し
た
場
合
は
、
一
定
の

手
続
き
に
よ
り
返
済
が
免
除
さ
れ
ま

す
。３

相
談
窓
口

足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会

区
役
所
南

館
11
階

☎
３
８
８
０
ー
５
７
４
０
へ

伊藤和彦・区政懇談会
８月２５日（土）午後３時

北部センター

（保木間5-15-9・石鍋荘1階）

お話は伊藤和彦区議

大島よしえ都議(予定）ほか

区政のこと情勢のことで懇談します。

お気軽にお出かけください。
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８月１日から10日、「平和と安全の

都市宣言」から10周年を記念して「パ

ネル展Ⅰ」が、区役所１階区民ロビー

で行われました。

広島･長崎の記録、学童集団疎開、

平和市長会議の資料展示などがされ、

区民のみなさんがジーと見ていたのが

印象的でした。ＤＶＤ上映の大型モニ

ターも設置され、子どもたちも見てい

ました。10周年記念「パネル展Ⅱ」と

して9月10日～14日にも行われます。

国連や平和市長会議の活動の紹介な

ど、9月13日（木）は午後2時～4時30

分まで、区役所庁舎ホールで足立区民

合唱団の合唱、講演（妹尾靖子・国連

広報センター広報官）などが予定され

ています。

日本共産党は代表質問、予算委員会

で平和事業の拡充を求めてきました。

原爆・戦争展は被爆者団体が毎年庁舎

アトリウムで開催し、区が支援してき

たましたがＤＶＤ上映の大型モニター

がなく設置を求めました。区は予算委

員会で「毎年共同して原爆展示をやっ

ていく」、「平和と安全10周年記念と

して購入経費を計上していく」と平和

関連予算を増額し、モニター設置が今

年、実現したものです。（伊藤和彦）

写真は区役所１階で行われた「パネル

展」、ＤＶＤ上映のモニター・右下

●
区
の
入
札
な
ど
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
合
戦
で
、
仕
事
を

受
注
す
る
と
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
ほ
ど
。
物
品
契
約
に

つ
い
て
も
最
低
制
限
価
格
を
設
け
て
ほ
し
い
。

●
業
者
数
は
東
京
で
ト
ッ
プ
。
区
内
業
者
の
地
域
活

性
化
で
、
産
業
も
地
産
地
消
を
。

●
組
合
と
し
て
「
残
紙
の
配
布
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

誇
り
と
な
る
産
業
に
し
た
い
。

子
ど
も
会
な
ど
の
連
合
体
で
す
。

「
学
校
選
択
の
自
由
化
で
（
遠
く
か
ら
通
う
た

め
）
子
ど
も
会
に
入
ら
な
い
家
庭
も
増
え
て
い

る
」
「
子
ど
も
た
ち
の
自
然
体
験
は
何
に
も
代

え
が
た
い
も
の
。
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
恒
例
の

キ
ャ
ン
プ
の
募
集
人
数
を
絞
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
」
な
ど
重
要
な
指
摘
が
。

●
国
分
寺
に
続
い
て
「
公
契
約
条
例
」
を
！

●
建
設
労
働
者
の
命
と
安
全
を
守
る
た
め
「
建
退
共
」
の

運
用
改
善
や
下
請
け
労
働
者
の
賃
金
実
態
に
つ
い
て
、
世

田
谷
区
の
様
に
調
査
を
！

●
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
者
の
救
済
の
仕
組
み
を
区
で

つ
く
る
こ
と
で
、
命
を
守
る
事
も
、
国
保
な
ど
区

の
財
政
負
担
も
軽
減
で
き
る
。
ぜ
ひ
実
現
を
！

健
診
や
予
防
接
種
支
援
を

充
実
す
る
こ
と
は
、
重
病
を

予
防
し
区
民
の
命
と
健
康
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
自
治
体
の
医
療
費
支
出

の
削
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
種
健
診
や

予
防
接
種
の
補
助
・
自
己
負
担
額
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

●
「
す
で
に
多
く
の
自
治
体
で
無
料
の
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
足
立
で
も
無
料

に
」
●
「
他
区
で
は
や
っ
て
い
る
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
健

診
実
施
と
が
ん
検
診
の
充
実
を
」
な
ど
の
要
望
や
有
意
義

な
懇
談
が
で
き
ま
し
た
。

日本共産党区議団は、いま

来年度の予算要望に向けて、

区内各団体と懇談を行って

います。切実な声やご意見

が寄せられています。その

一部を紹介します。


